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事業名 民間住宅賃貸借分野における多文化共生意識啓発事業  ～外国人の部屋探しを考える～ 

団体名 大田区 

***** 事業のポイント ***** 

～外国人の部屋探しを考える～ 

①「区内在住外国人実態調査」により「住まいを探す際に偏見や差別を感じる」という在住外国人の意見が多数存在

することを把握 

②「区内宅地建物取引業者アンケート」により貸し手の意識や課題を把握 

③「オーナー・宅地建物取引業者向ハンドブック」「外国人向け（英・中）ハンドブック」の２種類を作成 

④外国人の部屋探しの課題を区民と共に考えるためのシンポジウム「安心の鍵を貸す」を開催 

助成年度 平成 23 年度地域国際化施策支援特別対策事業 事業総額 1,404 千円 

事業の内容、成果等 

●事業目的 

 大田区在住の外国人は着実に増えている。さらに、日本の少子高齢社会の到来やグローバル化の進展から外国人

の部屋探しの需要は、益々増加することが予想される。しかし、外国人が部屋を借りるには多くの課題が存在してい

る。こうした状況を踏まえ、貸す側であるオーナー・宅地建物取引業者と部屋を借りたいと考えている外国人とがスム

ーズに契約し安定した生活を実現することを目的として「外国人の部屋探しハンドブック」を作成し、同時にシンポジウ

ム「安心の鍵を貸す」を開催した。 

 

●大田区の状況と課題 

１ 大田区の状況 

大田区の人口は２０１２年１月１日現在６９４,５２４名でそのうち 

外国人登録者数は１８,１６５名と区民全体の２．６％を占める。 

２０００年から２０１２年までの推移をみると約４,５００人増とゆるや

かではあるが上昇を続けている。 

 

 

２ 外国人が部屋探しをするうえでの課題 

借り手、貸し手双方の意識調査からその課題と解決の方向性がうかがえる。 

○外国人区民の意識 

 

大田区に住む外国人にとって、大田区

は住みやすく定住意向は非常に高いが、

住まいを探すには不便又は困っている状

況がある。 

 

 

 

外国人登録者数の推移
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《多文化共生実態調査（平成21年実施）》から  

●これからも大田区に住み続けたい （75％） 

●外国人が住まいを探すときに偏見や差別を感じている（50％） 

●実際に住まいを探すときにどのようなことで困ったか 

・敷金等の費用が高い（37.7％） 

・外国人であることで断られるなど（35.1％） 



 

○オーナー・宅建業者の意識 

   部屋を貸す側からみると８０％以上の方

が外国人に「部屋を貸してもよい」「貸したこ

とがある」と答えている。その一方で言葉や

生活習慣、物事の考え方が異なるため、日

本人に貸すよりトラブルが生じるのでは、と

心配しているのも事実である。 

 

 

●事業内容 

１ 部屋探しハンドブックの作成（２種類のハンドブック作成） 

    意識調査の結果から外国人が部屋を見つけやすくするためには、貸し手、借り手双方が互いに意識を変えること

が必要である。それぞれに必要とされる内容を中心に二つのハンドブックを作

成。 

 

《オーナー・宅地建物取引業者向けハンドブック》 １５ページ 

特徴 

① オーナー・宅地建物取引業者への意識啓発を中心に編集。 

② 大田区における外国人区民の状況、外国人居住者へのマナー周知の

方法、困った場合の相談先などについて掲載。 

③ 外国人が部屋を見つけやすくするために貸す側が持っている不安を取

り除く内容として「外国人に認識してほしい点」「区の役割」「オーナー・

宅地建物取引業者にお願いしたいこと」とそれぞれの立場でやるべきこ

とを掲載。 

  

 

《外国人向けハンドブック（英語・中国語）》 ３３ページ 

 特徴  

① 日本と他の国では契約制度や部屋の賃貸借に関する考

え方が根本的に異なるため、部屋探しから入居までの流

れや退去時の諸注意を借りる側、貸す側の視点を踏ま

えて編集。 

② 日本独特の保証人制度や数ヶ月分家賃の前払い、又貸

し禁止のほか日本の生活習慣や守らなければならない

マナーやルールなどの部屋を借りる際の注意点につい

てわかりやすく案内。 

説明をする際に双方が理解しやすいように見開きで同

じ内容の外国語・日本語の解説を載せたほか、部屋探し

から契約、入居後の注意点など実用性、使いやすさを考

慮している。  

 

《区内宅地建物取引業者へのアンケート結果》から 
協力：公益社団法人東京都宅地建物取引業協会大田区支部 

 ●外国人に部屋を貸してもよいと考えている83％（51件）  

●外国人に部屋を貸したことがある92％（56件） 

●部屋を借りる外国人に望むこと… 

・生活・入居ルールの遵守・日本語力・日本文化の理解 

が上位にランク 



 

２ 多文化共生街づくりシンポジウムの開催 

《安心鍵を貸す～外国人の部屋探しを考える～》 

  ハンドブック作成を契機にこれを広く紹介すると共に地域と一体と 

なって外国人の部屋探しを考える取り組みを実施。 

 第一部〈講演〉：神奈川（横浜を中心とした）の先進事例を紹介 

  貸し手側が抱く外国人に対する不安をどのように取り除き外国人が 

より住みやすい環境づくりができるかについての事例を紹介。 

 

第二部〈ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ〉：宅地建物取引業協会、外国籍区民、外国 

 人の部屋探しを支援する団体から、それぞれの視点で外国人の部屋 

 探しについての現状や課題、解決の方向性を考える。 

○参加者：約５０人 

   ○アンケート結果：「役に立った」９０％、 

「今後賃貸を推進したい」が開催前２７％⇒開催後５７％ 

「賃貸してもよい」を加えると７１％が賃貸に前向き 

 

●今後の事業展開 

  大田区では２０１０年に開設したｍics おおた（多文化共生推進センター）を中心に、外国人を対象とした多言語によ 

る生活相談や日本語教室などを実施している。相談に訪れた外国人だけでなく不動産業者・オーナーなどが言葉が 

通じず困っている状況があればハンドブックの活用や通訳を介して外国人が住みやすい環境を整備していく。 

   

【多文化共生推進センター（mics おおた）】 

Mics おおたホームページ   http://www.micsota.jp/ 

    大田区ホームページ      http://www.city.ota.tokyo.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多文化共生推進センター(micsおおた) 

●多言語相談 ●通多言語相談 ●通訳・翻訳 ●日本語教室 

●イベント・講座情報  ●多目的スペースの貸出 


